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筑紫野支部では18人の保護司が活動しています

　保護司は、法務大臣から委嘱された更生保護のボラン
ティアで、犯罪や非行をした人の立ち直りを支え、より
安全で安心な地域になるように「社会を明るくする運動」
を行っています。
　この日、筑紫保護区保護司会筑紫野支部がJR二日市
駅前で街頭啓発を行いました。事務局長の澤田 芳昭さ
んは「犯罪や非行を防ぐには地域の人たちが関わること
が大切。多くの人に知ってもらえたら」と話していました。
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保護司会「社会を明るくする運動」街頭啓発
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筑紫野市シルバー人材センターが安全就業表彰を受賞

藤田市長と、筑紫野市シルバー人材センターの皆さん
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　筑紫野市シルバー人材センターが全国シルバー人材セ
ンター事業協会の安全就業優良センター表彰を受賞し、
この日、藤田市長に報告しました。
　この表彰は、就業中の事故件数が少ないことなどの基
準を満たしたセンターに対して贈られるもので、同セン
ターは、今年度、九州で唯一の受賞となりました。
　理事長の松原 静雄さんは「今後も信頼される仕事を
行っていきたい」と話していました。

るさと応援"落語会」が行われました。
　夜の部では、柳家 さん光さんが座布団の上を何度も飛
び跳ねる「反対俥(ぐるま)」を披露して会場を盛り上げ
た後、立川 生志師匠が滑稽ばなしの「青菜」を披露。会場
は立て続けに笑いが沸き起こります。生志師匠の２席目、
人情ばなしの「唐茄子屋政談」では会場全体が話術に聞
き入り、終演後には観客から大きな拍手が送られました。

第十三回ちくしの寄席

筑紫野市ふるさと親善大使の立川 生志師匠
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　「第十三回ちくしの寄席」が生涯学習センターさんあ
いホールで開催されました。
　昼夜２公演で行われた今回は、二日市中学校出身で筑
紫野市ふるさと親善大使の立川 生志師匠と筑紫野中学
校出身の柳家 さん光さんが出演し、昼の部では落語の約
束事の解説や出ばやしの生演奏などが行われた「落語の
楽しみ方講座」、夜の部では恒例となった「立川生志"ふ
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広報ちくしの 平成30年9月1日9 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

　「障害」児・者や家族がゆっくりと過ごし、夏の思い
出の一つになるように、と始まった「プール&バーベ
キュー」が今年も開催され、360人以上が参加しました。
　参加した子どもたちはプールに入って遊んだり、バー
ベキューを味わったりして笑顔をみせていました。ボラ
ンティアには、大学生、専門学校生、高校生のほか、約
50人の中学校生徒の皆さんも参加し、調理の補助や遊
びの手伝いなど、活躍していました。

幼児用のプールも用意され、楽しく水遊びができました
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筑紫野市「障害」児・者問題を考える会プール&バーベキュー2018
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身長計は、乳幼児が寝た状態でボードを動かして測定できます
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筑紫地区建設コンサルタンツ協会から乳幼児用品を寄贈
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　筑紫地区の測量、調査、設計業を営む人で構成する筑
紫地区建設コンサルタンツ協会から乳幼児用の身長計
と、ままごと用のキッチンの寄贈がありました。
　同協会の皆さんからは、ボランティア活動として車い
すやベビー用品などを毎年寄贈いただいています。
　身長計は月に１度開催している育児相談で使用し、
キッチンはカミーリヤのプレイルームで他のままごと用
おもちゃと共に設置しています。ぜひご利用ください。

げ、平和を祈りました。筑紫区長の大石 英樹さんは「戦
争の悲惨さと平和の尊さを伝えていくことを今後も続け
ていきます」と話しました。
　つどいの後には、事件の概要をまとめた映像の放映と、
市文化財課職員から事件の調査について報告がありまし
た。米軍のどの部隊が襲撃したか判明したこと、犠牲と
なった人数が、当初の記録より多いことなどの話があり、
参加者は熱心に聞いていました。

筑紫区 ８・８被災者の追悼と筑紫平和シンボル継承のつどい

筑紫平和祈念館(旧筑紫駅待合所)で手を合わせる参列者
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　「西鉄筑紫駅銃撃事件」は、昭和20年８月８日、終戦１
週間前に西鉄筑紫駅付近を運行していた電車(上下線の
２両)が米軍の戦闘機に銃撃され、多くの死傷者を出し
た、大変痛ましい事件です。
　筑紫区では、この戦禍で亡くなられた方々を追悼し、
語り継ぎ、平和の誓いを継承するためのつどいを続けて
います。事件から73年目となったこの日、今年も筑紫公
民館には地域の皆さんなど約70人が参加し、黙とうを捧
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「戦争の悲惨さと平和の尊さを伝えていく」と話す筑紫区の大石区長


